
計画期間：2010（平成22）年度～2014（平成26）年度

第1次中期計画　基本戦略

個別課題学長方針
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使
命

社
会
貢
献

研
究

教
育

学士課程教育の構築

高大連携事業の推進

建学の精神の浸透

宗教教育の充実

宗教行事の充実

新たな教育ニーズへの対応

学士課程教育の改革

FD活動の推進

学位授与の方針

（DP）の構築

入学者受入れの方針

（AP）の構築

教育課程編成・実施の方針

（CP）の構築

研究科・新学科の設置

各種宗教行事の参加者向上

策の検討

授業科目「宗教と人生」の

充実

地域の高等学校との高大連

携事業の推進

全学的FD体制の確立

新たな教育制度の導入検討

公開講座参加者

増加策の検討

学外講座コンテンツの

整理・拡充

サテライトキャンパス（か

こむ）の利用拡充

特別講演会参加者

増加策の検討
公開講座の充実

生涯学習機会の

拠点確立
エクステンションセンター

の設置

履修証明プログラムの

開発・実施

科目等履修生制度の

推進実施
社会人の受入れ推進

地域行事への積極的な

参加推進

課外活動団体の参加率

増加策の検討

学生ボランティア参加人数

増加策の検討

自治体等活動への協力推進
地元商店街等の活性化

計画策定

地方公共団体との

研究会設立

附属総合科学研究所所属セ

ンター活動の支援

産学官連携の推進

施設開放数の増加策の策定 施設開放数の増加策の策定

｢加古川・共生まちづくり

創造グループ｣事業の推進

大学発商品の開発・製造の

実行

地域との教育連携の推進

地域社会との

連携促進

事務分掌規程の改定 学科事務体制の構築職員の配置計画の策定事務組織の見直し

組織運営体制の

整備・充実

事務処理の簡素化教員の教育研究活動の支援

人事考課制度(HMBO)の

再構築
組織的な研修制度の策定SD活動の推進

働きやすい職場環境の構築
教職員の安全衛生の維持向

上

人事制度の整備・充実 教員人事基準の策定

財政基盤の確立

定員充足に向けた学生募集

力の強化
外部資金の獲得推進

収支差額の改善

計画年度毎の人件費比率の

達成

保護者への広報活動保護者との連携強化の推進

後援団体との

連携強化の促進
卒業生への広報活動卒業生との交流推進

同窓会との連携強化策の

構築

情報収集及び情報活用体制

整備
危機管理広報の体制整備広報体制の基盤整備 広報活動の評価手法整備

大学広報機能の

強化促進

教員評価制度の再構築教員評価制度の見直し

自己点検・評価活動

の実質化

人権侵害、ハラスメントの

防止対策

人権教育講演会等への参加

者増加策の策定
人権教育のさらなる推進人権教育の推進

実行目標
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仏教文化の交流

定員未充足学科の抜本的対

策

須磨ノ浦女子高等学校との包括

的パートナーシップの確立

学習支援

学生生活支援学生支援の充実

進路支援

学習困難学生に対する支援 優秀学生の育成

学生相談業務の充実

幅広い職業人教育の強化 就職対策の充実 国家試験対策の推進

研究環境・設備の充実

研究FDの推進

研究支援体制の

整備・充実

学内助成制度の充実
間接経費の戦略的執行・

インセンティブ化

科研費申請書の作成支援 研究支援業務の拡充
研究会（研究フィールド）

の設立・マッチング

学内研究費の適正な運営
研究支援ガイド（仮称）の

作成

知的財産の管理・運用 サバティカル制度の導入
研究業績データベースの構

築
研究環境関連規程の改廃

競争的資金の獲得等

民間助成の獲得

外部研究資金の獲得

科研費申請率の増加 各種GP獲得体制確立
戦略的研究基盤支援事業

獲得
研究費の不正防止徹底

民間助成金申請件数の増加

産学官連携の推進

教育研究プロジェクトの

推進

附属総合科学研究所

の充実

共同・受託研究の増加
産学官連携コーディネータ

の配置

研究業績データベースの公

表
産学官連携規程の整備

研究所研究プロジェクトの

活性化

生涯福祉教育センター

事業の充実

実践食育研究センターの

設置

実践こどもセンター（仮

称）の設置

シンポジウム等の開催

現行の情報教育研究環境設

備の整備

教育研究支援のための

知の拠点形成

情報教育研究環境の

整備

新統合HUMANSの推進

および充実

(第2期)新HARMONISのシ

ステム変更及び充実

教学情報システム（Live 

Campus）の推進

知の拠点しての環境変化に

応じた情報サービスの実現

情報メディアセンター職員及び

学生スタッフの資質向上

新システム及び施設の整備

の検討

情報メディアセンターの経

営面における改革

セキュリティ・ウイルス対策等の情

報に関係する危機管理システムの充

実

ライセンス・著作権・特許

等の知的所有権の整備

教員の職務のあり方の

見直し

自己啓発を推進する

システムの構築

教育研究にかかる経費の

適正化の推進

キャンパス施設設備の改

善・充実

危機管理体制の

いっそうの整備

教育施設の充実
キャンパスアメニティの

整備
耐震化計画の推進 バリアフリー化の推進

危機事象別マニュアルの

作成
自衛消防組織の設置 危機対応訓練・研修の実施

メディアへの

情報発信力強化
ホームページの強化広報施策の発信力強化 広報誌の強化

ブランディング戦略立案、

施策推進
ブランディングの推進

組織運営

第三者評価の受審

（2回目）
第三者評価への対応

自己点検実施委員会の

定期開催

自己点検評価報告書の作成

（毎年）
自己点検・評価の推進

事務職員人事基準の策定


